
石川県立美術館だより
第448号 令和3年2月1日発行

■ 前田家の天神信仰【前田育徳会尊經閣文庫分館】

■ 古九谷・再興九谷名品展【古美術】

■ はこ・箱・hako　さまざまな素材とわざ【近現代工芸】

■ 優品選【近現代絵画・彫刻】

 ⿟ 展覧会回顧　企画展「いしかわの工芸  文化の深み  ～わざの美  表現の美～」 

 ⿟ ミュージアムレポート　0才からのファミリー鑑賞会オンライン

 ⿟ 2月前半の展覧会

 ⿟ 2月の行事予定

 ⿟ 友の会　次年度申込案内

 ⿟ アラカルト ただいま展示中

熊谷守一《牝猫》1959年　個人蔵

ー「生誕140周年　熊谷守一展　―わたしはわたし―」よりー

西田藤夫《夕暮れ時》2019年　個人蔵

ー「静けさが形となる時　西田藤夫　イタリア四十年」よりー

生誕140周年　熊谷守一展　―わたしはわたし―

特別陳列 静けさが形となる時　西田藤夫　イタリア四十年
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BI J U T S U K A N  D AY O RI  N o .448 2

《ヤキバノカエリ》1956年　岐阜県美術館蔵 《いんげんに熊蜂》1961年

《夏の月》1961年

埼玉県立近代美術館蔵

単
純
な
形
態
と
明
快
な
色
彩
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
『
モ

リ
カ
ズ
様
式
』
で
人
々
を
魅
了
し
続
け
る
画
人
・
熊
谷
守
一

（
一
八
八
〇
～
一
九
七
七
）
。「
画
壇
の
仙
人
」
、「
超
俗
の
人
」
な

ど
、
世
俗
か
ら
離
れ
た
イ
メ
ー
ジ
で
世
に
紹
介
さ
れ
て
い
る

熊
谷
は
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
を
貫
く
九
十
七
年
の
生
涯
と
七

十
年
を
超
え
る
画
業
を
全
う
し
ま
し
た
。

本
展
で
は
熊
谷
が
ど
の
よ
う
な
人
生
を
歩
み
、
ど
の
よ
う

に
絵
と
向
き
合
っ
た
の
か
、
そ
の
真
の
像
を
改
め
て
見
つ
め

な
お
し
ま
す
。
画
業
を
巡
る
上
で
欠
か
せ
な
い
代
表
作
と
、
近

年
に
な
っ
て
所
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
逸
品
を
中
心
に
、
油

彩
画
・
日
本
画
な
ど
あ
る
が
ま
ま
の
「
自
分
」
を
貫
い
た
稀
代

の
画
人
に
迫
り
ま
す
。

関
連
行
事

◆
講
演
会
「
モ
リ
カ
ズ
の
世
界
―
そ
の
画
業
と
生
き
方
」

講
師
：
池
田
良
平
氏（
本
展
監
修
、天
童
市
美
術
館
館
長
）

日
時
：
二
月
十
四
日
（
日
）
午
後
一
時
三
〇
分
～

会
場
：
石
川
県
立
美
術
館
ホ
ー
ル

定
員
：
二
〇
〇
名
（
自
由
席
）

※ 

事
前
申
込
み
不
要
。
本
展
の
チ
ケ
ッ
ト
を
お
持
ち
の
方

の
み
入
場
可
。
就
学
前
の
お
子
様
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◆
映
画
上
映
会
「
モ
リ
の
い
る
場
所
」

山
﨑
努
、
樹
木
希
林
主
演
。
熊
谷
守
一
と
そ
の
妻
秀
子

の
生
活
を
描
い
た
沖
田
修
一
監
督
作
品

日
時
：
二
月
二
十
三
日
（
火
・
祝
）　

①
午
前
十
一
時
～
、
②
午
後
二
時
～
（
約
一
〇
〇
分
）

会
場
：
石
川
県
立
美
術
館
ホ
ー
ル

定
員
：
各
回
二
〇
〇
名
（
自
由
席
）

料
金
： 

五
〇
〇
円
／
人
（
展
覧
会
チ
ケ
ッ
ト

と
は
別
途
）

※ 

事
前
申
込
み
不
要
。
当
日
、
受
付
に
て
展
覧
会

チ
ケ
ッ
ト
を
ご
提
示
の
上
、
映
画
観
賞
券
を

ご
購
入
く
だ
さ
い
。
就
学
前
の
お
子
様
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

◆
観
覧
料

一
般
：
一
〇
〇
〇
円
（
八
〇
〇
円
）

高
校
・
大
学
生
：
八
〇
〇
円
（
六
〇
〇
円
）　

小
・
中
学
生
：
五
〇
〇
（
三
〇
〇
）
円

※ （　

）内
は
前
売
り
料
金
お
よ
び
二
十
名
以
上
の
団
体
料
金

※ 

県
立
美
術
館
友
の
会
会
員
は
団
体
料
金
。
身
体
障
が
い

者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
前
売
り
料
金
。
付
き
添
い
一

人
は
無
料
。

◆
前
売
り
券
取
り
扱
い
場
所

石
川
県
立
音
楽
堂
チ
ケ
ッ
ト
ボ
ッ
ク
ス
、
香
林
坊
大
和
プ

レ
イ
ガ
イ
ド
、
ア
ピ
タ
松
任
テ
ィ
オ
、
う
つ
の
み
や
書
店
、

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
（
P
コ
ー
ド
６
８
５

-

４
５
２
）
、
ロ
ー
ソ

ン
チ
ケ
ッ
ト
（
L
コ
ー
ド
５
１
７
６
１
）
、
セ
ブ
ン
チ
ケ
ッ

ト
、
金
沢
中
日
文
化
セ
ン
タ
ー
（
め
い
て
つ
エ
ム
ザ
2
F
）
、

北
陸
中
日
新
聞
販
売
店
、
中
日
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
北
陸

中
日
新
聞
本
社
1
F
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

北
陸
中
日
新
聞
事
業
部

☎

０
７
６
（
２
３
３
）４
６
４
２　

（
平
日
10

時
～
17

時
）

第7・8・9展示室 
北陸中日新聞発刊60周年記念

生誕140周年　熊谷守一展　―わたしはわたし―

2月11日（木・祝）～3月14日（日）　会期中無休 

主催：北陸中日新聞、石川テレビ放送、石川県立美術館

後援：石川県、金沢市、金沢市教育委員会、NHK金沢放送局、エフエム石川　特別協賛：東海東京証券
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BI J U T S U K A N  D AY O RI  N o .4483

《硝子と紙片》2016年《ダミジャーナ》1982年

第4展示室【近現代絵画】　特別陳列 

静けさが形となる時　西田藤夫　イタリア四十年

2月13日（土）～3月19日（金）　会期中無休 

主催：石川県立美術館　後援：イタリア大使館

西
田
藤
夫
は
神
戸
市
に
生
ま
れ
、
金
沢
美
術
工
芸
大
学
油

画
科
に
学
ん
だ
石
川
ゆ
か
り
の
作
家
で
す
。
昭
和
五
十
五
年

（
一
九
八
〇
）
に
二
十
九
歳
で
イ
タ
リ
ア
に
渡
り
、
ブ
レ
ラ
美

術
学
校
に
学
び
ま
す
。
当
初
、
一
、
二
年
で
帰
国
す
る
予
定
が
、

芸
術
の
国
イ
タ
リ
ア
に
魅
せ
ら
れ
、
そ
の
地
で
画
業
を
続
け

る
こ
と
を
志
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
イ
タ
リ
ア
と
日
本
を
合
わ
せ
て
八
十
回
を

超
え
る
個
展
活
動
で
、
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、
公
募
展
を
中

心
に
活
躍
す
る
国
内
作
家
を
主
に
取
り
上
げ
て
き
た
当
館
と

し
て
は
、
本
作
家
の
経
歴
は
異
色
と
い
え
ま
す
。
鑑
賞
者
が
、

受
賞
履
歴
や
画
壇
で
の
地
位
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
さ

ず
、
自
ら
の
眼
を
頼
り
に
私
財
を
投
じ
る
個
展
と
い
う
舞
台

一
本
で
活
動
し
て
き
た
こ
と
に
、
画
家
の
確
か
な
自
信
を
感

じ
ま
す
。

西
田
藤
夫
氏
が
渡
伊
後
、
画
業
を
か
け
て
取
り
組
ん
で
き

た
の
は
、
静
物
画
で
す
。
そ
れ
も
展
覧
会
名
が
示
す
と
お
り
、

静
け
さ
を
形
と
し
た
よ
う
な
、
静
謐
の
世
界
で
す
。
イ
タ
リ
ア

に
渡
り
、
古
典
絵
画
か
ら
も
多
く
を
吸
収
し
た
画
業
の
初
期

か
ら
、
遊
び
の
要
素
を
加
え
な
が
ら
、
静
物
画
の
可
能
性
を
追

求
し
た
中
期
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
画
境
を
拓
こ
う
と

す
る
円
熟
期
の
現
在
ま
で
、
自
選
三
十
七
点
で
展
観
し
ま
す
。

四
十
年
の
画
業
に
奢
る
こ
と
無
く
、
自
ら
の
芸
術
を
真
摯

に
追
求
し
続
け
る
作
品
は
、
常
に
み
ず
み
ず
し
さ
を
失
い
ま

せ
ん
。
一
点
一
点
時
間
を
か
け
て
向
き
合
っ
て
い
た
だ
き
た

い
作
品
ば
か
り
で
す
。「
絵
を
見
る
こ
と
が
好
き
」
と
自
認
す

る
方
は
、
必
見
の
展
覧
会
で
す
。

日
本
の
芸
道
で
は
、
そ
の
習
得
を
表
す
の
に
「
守
・
破
・
離
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
こ
と
は
、
ご
存
知
の
通
り
で
す
。

あ
え
て
洋
画
家
西
田
藤
夫
の
画
業
を
、
守
破
離
に
な
ぞ
ら
え
る
な
ら
、
渡
伊
当
初
は
、
見
る
物
全
て
が
新
鮮
で
、
カ
ラ

ヴ
ァ
ッ
ジ
オ
を
は
じ
め
と
す
る
古
典
か
ら
も
多
く
を
学
ん
だ
吸
収
期
で
あ
り
、
イ
タ
リ
ア
芸
術
を
師
と
し
た
「
守
」
の

時
期
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
写
実
力
が
前
面
に
出
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
遊
び
の
要
素
を
加
え
な
が
ら
、
静
物
画
の
可
能

性
を
追
求
す
る
時
期
に
入
り
ま
す
。「
守
」
か
ら
脱
皮
を
図
る
「
破
」
の
時
期
で
す
。
そ
し
て
い
ま
、
そ
れ
ら
を
凌
駕
し
静

物
画
に
新
た
な
地
平
を
拓
く
「
離
」
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
回
顧
展
は
、
一
人
の
作
家
が
辿

る
画
業
の
道
の
り
を
、
眺
め
る
楽
し
さ
に
満
ち
て
い
ま
す
。

学芸員の眼
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第2展示室【古美術】

古九谷・再興九谷名品展
2月13日（土）～3月19日（金）　会期中無休

前田育徳会尊經閣文庫分館

前田家の天神信仰
2月13日（土）～3月19日（金）　会期中無休

加
賀
藩
三
代
藩
主
・
前
田
利
常
は
、
文
化
政
策
に
注
力
し
ま

し
た
。
そ
こ
に
は
、
外
様
大
名
と
し
て
幕
府
の
警
戒
心
を
和
ら

げ
る
目
的
が
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ
ま
す
が
、
利
常
の
文
化
政

策
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
警
戒
を
和
ら
げ
る
ど
こ
ろ
か
、
逆
に

幕
府
を
挑
発
し
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。
利
常
が
晩
年

に
取
り
組
ん
だ
、
色
絵
磁
器
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
で
あ
る

古
九
谷
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。
利
常
は
、
新
た
な
芸
術
ジ
ャ
ン

ル
と
し
て
の
色
絵
に
着
目
し
、
九
州
や
京
都
の
動
向
を
注
視

し
て
い
ま
し
た
。
一
六
三
七
年
に
長
崎
に
御
買
手
を
派
遣
し

た
の
も
、
名
物
裂
や
茶
道
具
の
購
入
の
み
な
ら
ず
、
同
年
に
有

田
を
追
放
さ
れ
た
陶
工
た
ち
と
の
接
触
を
図
る
目
的
が
あ
っ

た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

古
九
谷
の
特
質
は
、
大
胆
な
意
匠
を
厚
い
釉
で
描
い
て
い

る
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は
江
戸
で
は
作
る
こ
と
が
で
き
な
い

色
絵
磁
器
に
こ
め
た
、
利
常
の
反
骨
精
神
を
具
現
化
し
た
も

の
と
い
う
見
方
も
で
き
ま
す
。
そ
し
て
一
部
の
作
品
に
つ
い

て
は
、
意
匠
の
深
意
を
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
か
ら
読
み
解
く
解

釈
も
で
き
ま
す
。
近
年
の
研
究
に
よ
り
、
色
絵
の
技
術
が
キ
リ

シ
タ
ン
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
九
州
各
地
に
伝
え
ら
れ

た
こ
と
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
九
谷

の
地
に
技
術
を
伝
え
た
陶
工
も
、
そ
の
一
員
で
あ
っ
た
可
能

性
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
利
常
は
、
幕
府
が
禁
止
し
た
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を

ほ
の
め
か
す
意
匠
を
、
古
九
谷
で
展
開
す
る
こ
と
を
支
援
し

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
古
九
谷
は
、
美
の

高
さ
に
お
い
て
も
、
ま
た
意
味
の
深
さ
に
お
い
て
も
幕
府
に

向
け
ら
れ
た
刃
で
し
た
。
こ
の
挑
戦
的
な
姿
勢
は
、
再
興
九
谷

諸
窯
に
も
継
承
さ
れ
、
飽
く
こ
と
な
き
表
現
の
追
究
は
今
日

も
「
九
谷
」
の
特
質
と
な
っ
て
い
ま
す
。

幼
い
頃
か
ら
文
武
に
優
れ
、
や
が
て
政
務
も
任
さ
れ
右
大

臣
に
ま
で
昇
り
つ
め
た
菅
原
道
真
は
、
左
大
臣
藤
原
時
平
の

讒ざ
ん

言げ
ん

に
遭
い
、
大
宰
府
に
流
さ
れ
ま
す
。
左
遷
が
決
ま
り
、
自

邸
の
庭
を
な
が
め
な
が
ら
詠
ん
だ
歌
が
、
よ
く
知
ら
れ
た
「
東こ

風ち

吹
か
ば　

に
ほ
ひ
起
こ
せ
よ　

梅
の
花　

あ
る
じ
な
し
と

て　

春
を
忘
る
な
」
で
す
。（
写
真
は
紅
梅
別
離
の
段
）

そ
の
後
、
道
真
が
「
天
満
大
自
在
天
神
」
と
い
う
神
に
な
る

こ
と
、
復
讐
せ
ん
と
延
暦
寺
の
僧
尊そ

ん

意い

僧そ
う

正じ
ょ
うの
前
に
姿
を
見

せ
る
こ
と
、
時
平
の
い
る
清
涼
殿
に
雷
を
落
と
す
こ
と
な
ど
、

道
真
を
め
ぐ
る
様
々
な
物
語
は
、
中
世
の
時
代
か
ら
能
や
絵

画
、
近
世
以
降
は
文
楽
や
歌
舞
伎
の
題
材
と
し
て
人
々
に
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
こ
れ
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
道
真

を
祀
る
北
野
社
建
立
の
経
緯
を
詞

こ
と
ば

書が
き

と
絵
画
で
表
し
た
の
が

《
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
》
で
、
各
地
の
主
要
な
天
満
宮
・
天
神

社
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
前
田
育
徳
会
展
示
室
尊
經

閣
文
庫
分
館
で
紹
介
す
る
の
は
、
鎌
倉
の
荏え

柄が
ら

天
神
社
に
伝

わ
っ
た
《
荏
柄
天
神
縁
起
絵
巻
》
の
上
巻
で
、
加
賀
藩
五
代
綱

紀
の
時
代
に
前
田
家
へ
入
り
ま
し
た
。

「
王お

う

城
じ
ょ
う

鎮ち
ん

守じ
ゅ

神
々
お
ほ
く
ま
し
ま
せ
と
」
で
始
ま
る
荏
柄

本
は
、
数
あ
る
天
神
縁
起
絵
巻
を
詞
書
で
分
類
し
た
故
梅
津

次
郎
氏
に
よ
っ
て
、
甲
類
の
代
表
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
展

示
す
る
の
は
、
三
巻
の
う
ち
上
巻
で
、
第
一
段
で
は
菅
原
是
善

邸
に
現
れ
た
童
子
を
子
と
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
絵
画
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
道
真
は
是
善
の
実
子
で
す
が
、
こ
こ
で
は
「
ど
こ

か
ら
と
も
な
く
現
れ
た
子
」
と
す
る
こ
と
で
、
道
真
の
「
神
格

化
」
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
道
真
を
神
と
崇
め
る
天
神
信
仰
は
、

広
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

重要文化財《荏柄天神縁起絵巻》上巻（第九段　紅梅別離）石川県指定文化財《青手樹木図平鉢》古九谷
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第3・6展示室【近現代絵画・彫刻】

優品選
2月13日（土）～3月19日（金）　会期中無休

第５展示室【近現代工芸】

はこ・箱・hako
さまざまな素材とわざ

2月13日（土）～3月19日（金）　会期中無休

今
年
度
最
後
の
優
品
選
に
な
り
ま
す
。
今
世
紀
に
入
り
、

九
．
一
一
や
三
．
一
一
で
は
美
術
に
何
が
で
き
る
か
が
問
わ
れ

ま
し
た
。
令
和
三
年
も
そ
の
よ
う
な
年
に
な
り
そ
う
で
す
。

さ
て
日
本
画
部
門
で
は
第
4

展
示
室
で
開
催
中
の
「
静
け

さ
が
形
に
な
る
時　

西
田
藤
夫　

イ
タ
リ
ア
四
十
年
」
に
ち

な
み
、
静
物
画
の
連
作
を
展
示
し
ま
す
。
こ
ち
ら
の
作
者
は
、

京
都
画
壇
の
東
丘
社
で
活
躍
し
た
山
本
知
克
。
画
業
後
期
の

鳥
瞰
し
た
異
国
風
景
を
思
い
浮
か
べ
が
ち
な
作
家
で
す
が
、

抽
象
画
や
静
物
画
な
ど
も
精
力
的
に
研
究
し
た
作
家
な
の
で

す
。油

彩
画
か
ら
は
埜
谷
次
郎
の
《
作
品
‐
6

9

0

6

‐
2

》
を

紹
介
し
ま
す
。
埜
谷
は
大
正
二
年
松
任
に
生
ま
れ
、
金
沢
美
術

工
芸
専
門
学
校
研
修
生
修
了
後
、
二
紀
展
を
中
心
に
出
品
し

ま
す
。
昭
和
三
十
一
・
三
十
三
年
褒
賞
、
同
三
十
八
年
同
人
賞

を
受
賞
し
ま
す
が
、
四
十
五
年
に
退
会
。
そ
の
後
渡
欧
し
、
セ

ロ
フ
ァ
ン
や
ア
ク
リ
ル
を
用
い
た
幾
何
学
的
抽
象
作
品
を
制

作
し
ま
し
た
。

彫
刻
か
ら
は
、
堀
義
雄
《
女
の
頭
像
》（
昭
和
三
十
一
年
）
を

紹
介
し
ま
す
。
本
作
は
二
紀
展
で
の
二
度
目
の
発
表
と
な
っ

た
作
品
で
す
。
く
り
抜
か
れ
た
両
眼
と
耳
を
も
っ
た
異
様
な

造
形
で
す
が
、
堀
は
穴
を
あ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
の
の
外

側
だ
け
で
な
く
内
側
も
想
起
で
き
る
よ
う
に
試
み
た
と
い
い

ま
す
。
空
間
や
マ
ッ
ス
を
意
識
す
る
こ
と
で
「
実
在
」
を
表
現

す
る
た
め
の
探
究
が
う
か
が
え
る
作
品
で
す
。

脇
田
和
の
版
画
作
品
か
ら
、
衣
服
な
ど
身
に
つ
け
る
も
の

を
描
い
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
作
品
制
作
の
材
料
や
方
法

は
無
制
限
に
あ
る
と
述
べ
て
い
る
脇
田
で
す
が
、
こ
の
よ
う

な
身
近
な
モ
チ
ー
フ
の
自
在
な
画
面
構
成
か
ら
は
、
作
家
の

自
由
な
時
間
で
の
遊
び
心
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
、
新
鮮
な

楽
し
み
を
も
た
ら
す
こ
と
で
し
ょ
う
。

工
芸
作
品
は
基
本
的
に
、
用
途
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
制

作
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
皿
や
鉢
な
ど
食
べ
物
を
盛
る

器
、
茶
碗
や
杯
な
ど
飲
用
に
用
い
る
器
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
を

使
お
う
と
思
い
な
が
ら
作
品
を
観
る
方
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

さ
て
今
回
の
近
現
代
工
芸
は
、
箱
の
作
品
を
集
め
て
ご
紹

介
し
ま
す
。
蓋
を
開
け
た
ら
全
く
印
象
の
違
う
意
匠
が
施
さ

れ
た
も
の
、
内
と
外
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
併
せ
て
意
匠
が
完
成

す
る
も
の
な
ど
、
素
材
を
吟
味
し
、
持
て
る
技
術
を
駆
使
し

て
、
作
者
の
豊
か
な
イ
メ
ー
ジ
を
形
に
し
た
作
品
が
揃
っ
て

い
ま
す
。

展
示
は
「
箱
」
や
「
筥
」、「
匣
」
の
文
字
が
名
称
に
含
ま
れ
る

作
品
に
加
え
、
蓋
を
開
け
て
何
か
を
中
に
納
め
る
も
の
、
と
い

う
意
味
の
「
合
子
」
と
い
っ
た
、蓋
付
の
器
物
作
品
か
ら
選
び
ま

し
た
。
箱
と
言
え
ば
方
形
で
あ
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
丸
い

形
も
多
角
形
も
、
何
か
を
か
た
ど
っ
た
形
の
箱
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
重
箱
や
箪
笥
な
ど
の
重
ね
る
形
体
、手
の
ひ
ら
に
の
る
小

さ
な
箱
な
ど
、様
々
な
素
材
と
技
法
の
箱
を
紹
介
し
ま
す
。

箱
作
品
の
鑑
賞
は
、
蓋
を
開
け
た
内
部
の
様
子
が
見
ど

こ
ろ
の
一
つ
で
す
。
展
示
開
催
日
か
ら
、
当
館
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
あ
る
い
は
、
石
川
県
公
式Y

o
u
T

u
b
e

チ
ャ
ン
ネ
ル

「Is
h
ik

a
w

a
 P

r
e
f

」
に
お
い
て
、
関
連
企
画
（
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ン

テ
ン
ツ
）「
ハ
コ
を
ひ
ら
く
と
」
を
開
催
し
ま
す
。
出
品
作
品
か

ら
選
り
す
ぐ
り
の
名
品
の
、
蓋
を
開
け
る
と
こ
ろ
を
じ
っ
く
り

と
見
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

公
開
予
定
作
品
は
、
富
本
憲
吉
《
染
付
色
絵
菱
文
角
箱
》
、

寺
井
直
次
《
金
胎
蒔
絵
漆
箱
「
飛
翔
」》
、氷
見
晃
堂
《
栃
造
八
稜

箱
》
、
筑
城
良
太
郎
《
栃
造
筋
違
菓
子
器
》
の
四
点
で
す
。
展
示

と
併
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

寺井直次《金胎蒔絵漆箱「飛翔」》埜谷次郎《作品-6906-2》
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ミュージアムレポート

0才からのファミリー
鑑賞会 オンライン

展覧会回顧

企画展

「いしかわの工芸　文化の深み
～わざの美　表現の美～」

「
0

才
か
ら
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
鑑
賞
会
」
は
、
赤
ち
ゃ
ん
も
作

品
を
み
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
と
美
術
館

で
作
品
を
楽
し
む
方
法
を
ご
案
内
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
当

館
で
は
二
〇
一
六
年
度
か
ら
、
Ｎ
Ｐ
О
法
人
赤
ち
ゃ
ん
か
ら

の
ア
ー
ト
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
協
会
・
代
表
理
事
の
冨
田
め
ぐ

み
氏
を
講
師
に
迎
え
、
継
続
的
に
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
当

初
予
定
し
て
い
た
対
面
で
の
実
施
が
難
し
く
な
り
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
当
館
で
初
め
て
の
オ
ン
ラ

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
の
で
、
機
材
の
調
達
や
通
信
環
境
の

整
備
に
四
苦
八
苦
し
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
大
き
な
ト
ラ
ブ

ル
も
な
く
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
小
さ
な
ト
ラ
ブ

ル
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
）
。

作
品
鑑
賞
の
点
で
は
、
や
は
り
実
物
を
前
に
し
た
体
験
と

比
べ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の

メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
十
四
組
の
ご
家
族
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
九
組
が
県
外
の
方
で
、
な
ん
と

ア
メ
リ
カ
か
ら
参
加
さ
れ
た
方
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
終
了

後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
後
半
子
ど
も
が
ぐ
ず
っ
て
し
ま
っ

た
が
、
マ
イ
ク
を
オ
フ
に
し
て
聞
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
よ
か
っ
た
、
普
段
と
違
っ
て
ゆ
っ
く
り
説
明
を
聞
く
こ

と
が
で
き
た
、
と
い
っ
た
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
、対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
長
を
活
か

し
な
が
ら
、様
々
な
企
画
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
開
催
：
二
〇
二
〇
年
十
一
月
二
十
日（
金
）・
二
十
三
日（
月
・
祝
））

本
展
は
当
初
の
年
間
計
画
に
は
な
か
っ
た
展
覧
会
で
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
予
定
さ
れ
て

い
た
展
覧
会
が
延
期
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
急
遽
、
所
蔵
品
を

中
心
と
し
た
展
示
と
し
て
企
画
し
ま
し
た
。
当
館
所
蔵
品
の

う
ち
、
近
現
代
の
工
芸
分
野
の
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
く
も
の

で
、
藩
政
期
の
工
芸
を
特
集
し
た
「
い
し
か
わ
の
工
芸　

歴
史

の
厚
み
～
加
州
刀
と
加
賀
の
工
芸
～
」（
会
期
：
九
月
十
二
日

～
十
月
十
八
日
）
と
あ
わ
せ
て
、
江
戸
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の

石
川
県
の
工
芸
を
通
覧
で
き
る
と
い
う
主
旨
で
す
。

こ
の
期
間
の
大
き
な
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
、
国
立
工
芸
館
の

移
転
・
開
館
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
海
側
初
の
国
立
館
誕
生
と

い
う
こ
と
で
、
全
国
的
に
も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
当
館
の
工
芸
作
品
も
よ
り
多
く
の
方
に
見
て
い
た
だ
こ

う
と
い
う
こ
と
で
、
急
ご
し
ら
え
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
本
展

開
催
の
運
び
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

実
の
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
「
不
要
不
急
」
と
言

わ
れ
る
美
術
館
へ
来
て
い
た
だ
け
る
の
か
と
不
安
で
し
た

が
、
予
想
を
上
回
る
来
館
者
数
と
な
り
、
大
変
あ
り
が
た
く

思
っ
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
拝
見
す
る
と
、
工
芸
館
と
あ

わ
せ
て
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
方
も
多
く
、
工
芸
フ
ァ
ン
の
多

さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
石
川
な
ら
び
に
北
陸

の
工
芸
を
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
ご
紹
介
し
て
、
工
芸
フ
ァ

ン
の
み
な
さ
ま
の
ご
期
待
に
沿
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
会
期
：
二
〇
二
〇
年
十
一
月
八
日（
日
）～
十
二
月
二
十
日（
日
））
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2
月
の
行
事
予
定

２
月
７
日
（
日
）
ま
で

・
企
画
展　

花
木
に
み
る

日
本
美
の
心

・
新
春
優
品
選 
【
前
田
育
徳
会
尊
經
閣
文
庫
分
館
】

・
新
春
優
品
展
【
古
美
術
】

・
新
春
優
品
選
【
近
現
代
工
芸
】

・
書
を
あ
じ
わ
う
【
近
現
代
書
】

・
優
品
選
【
近
現
代
絵
画
・
彫
刻
】

２
月
前
半
の
展
覧
会

令
和
三
年
度
の
友
の
会
会
員
を
募
集
し
ま
す
。
次
号
（
三
月
・
四
四
九
号
）
に
募
集
情
報
を
掲

載
し
、
別
途
手
続
き
書
類
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
館
内
で
の
密
を
避
け
る
た
め
に
も
、
で
き

る
限
り
郵
便
振
替
で
の
申
し
込
み
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
バ
ス
ツ
ア
ー
、
現
地
見
学
の

中
止
な
ど
、
例
年
通
り
の
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
供
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
何
卒
ご
理
解

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
会
費　

二
、
〇
〇
〇
円

◇
受
付
期
間　

令
和
三
年
三
月
一
日
（
月
）
よ
り
開
始

◇
会
員
証
の
有
効
期
限
：
令
和
三
年
四
月
一
日
～
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

友
の
会　

次
年
度
申
込
案
内

■
土
曜
講
座

13
時
30
分
～
15
時　

美
術
館
ホ
ー
ル　

無
料

６
日(

土)

仏
像
は
語
る
Ⅱ

副
館
長　

谷
口　

出

※
２７
日
の
土
曜
講
座
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

■
映
像
ギ
ャ
ラ
リ
ー

14
時
30
分
～
15
時
30
分　

美
術
館
ホ
ー
ル　

無
料

7
日
（
日
）

「
美
術
の
み
か
た　

透
視
図
法
」（
２3
分
）

「
極
め
る
・
匠
の
世
界　

桐
く
り
物
に
賭
け
る
（
木
工
芸
：
中
臺
瑞
真
）
」（
30
分
）

21
日
（
日
）

「
世
界
・
美
の
旅　

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ　 

～
永
遠
の
微
笑
み
～
」（
30
分
）

「
シ
リ
ー
ズ
北
陸
の
工
芸
作
家　

石
川
の
匠
た
ち　

煌
め
き　

人
間
国
宝　

前
史
雄
」（
23
分
）

ご
参
加
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

①

 

来
館
時
に
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
に
よ
る
体
温
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。 

体
温
が
三
十
七
度
五
分
を
超
え
る
方
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

②

マ
ス
ク
の
着
用
、
手
指
消
毒
の
徹
底
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

③

参
加
時
は
受
付
名
簿
に
氏
名
と
連
絡
先
を
ご
記
載
く
だ
さ
い
。

④

 

密
集
を
避
け
る
た
め
、
前
後
両
隣
の
席
を
空
け
て
の
着
席
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

⑤

ホ
ー
ル
内
で
は
会
話
を
極
力
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◆
友
の
会
特
典

今
年
度
友
の
会
会
員
に
限
り
、
当
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

い
た
し
ま
す
。（
絵
柄
は
お
任
せ
く
だ
さ
い
！
）

来
月
号
の
美
術
館
だ
よ
り
に
同
封
い
た
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！
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2月1日は第1月曜により

コレクション展示室無料の日

2月の開館時間
午前9：30～午後6：00

カフェ営業時間
午前10：00～午後6：00 年中無休

2月の休館日は

8日（月）～10日（水）

こ
れ
は
木
工
芸
作
品
、
形
は
壺
で
す
が
菓

子
を
収
め
る
五
段
重
ね
の
器
で
す
。
轆ろ

く

轤ろ

を

用
い
て
、
表
面
に
飾
り
の
筋
を
挽
い
て
お
り
、

筋
の
模
様
が
変
わ
る
と
こ
ろ
で
外
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
蓋
の
上
に
は
、
渦
巻
き
状
の
模
様

筋
が
あ
り
、
一
段
目
が
細
か
い
小
刀
筋
、
二
段

目
が
う
ね
う
ね
と
し
た
二
種
類
の
山
道
筋
、

三
段
目
が
一
段
目
よ
り
や
や
粗
い
鉋
筋
、
四

段
目
が
細
い
筋
の
間
を
平
ら
に
広
げ
た
広
糸

目
、
五
段
目
は
太
い
筋
の
脇
に
細
い
筋
を
二

本
寄
せ
た
子
持
筋
で
す
。

壺
状
の
形
も
轆
轤
で
成
形
し
た
も
の
で
、

外
側
は
木
目
が
際
立
つ
拭
漆
仕
上
げ
、
内
側

は
黒
漆
塗
り
で
す
。
五
種
類
の
菓
子
を
入
れ

た
か
、
菓
子
を
五
つ
に
分
け
た
の
で
し
ょ
う
。

筋
挽
は
手
に
取
っ
て
開
け
閉
め
す
る
際
、
滑

り
止
め
に
な
り
、
実
用
性
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

作
者
の
筑
城
良
太
郎
は
、
明
治
七
年
（
一
八

七
四
）
加
賀
市
（
旧
江
沼
郡
山
中
町
）
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
蓑
屋
平
兵
衛
が
考

案
し
た
、
轆
轤
に
よ
る
筋
挽
を
さ
ら
に
究
め
、

数
十
種
に
お
よ
ぶ
模
様
筋
挽
を
創
案
し
た
こ

と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

髹
漆
の
名
工
で
あ
っ
た
父
善
吉
の
勧
め

で
、
木
地
師
の
旭
弥
三
吉
に
師
事
し
、
明
治
二

十
五
年
（
一
八
九
二
）
に
独
立
し
ま
し
た
。
翌

年
、
現
在
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
、
拭
漆
仕
上

げ
を
考
案
、
子
弟
や
同
業
者
に
伝
授
し
ま
す
。

内
外
の
博
覧
会
で
多
く
の
受
賞
を
重
ね
、
大

正
6

年
石
川
県
実
業
功
労
者
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
筑
城
の
筋
挽
に
は
、
未
だ
再
現
で
き
な

い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

当
館
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
特
集
ペ
ー
ジ

「
ハ
コ
を
あ
け
る
と
」
に
て
、
五
段
す
べ
て
開

け
た
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
第
5

展
示
室

特
集
「
箱
・
は
こ
・h

a
k
o

　

さ
ま
ざ
ま
な
素
材

と
わ
ざ
」
と
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

石川県立美術館は電源立地地域対策

交付金を活用して運営しています。

アラカルト ただいま展示中 à la carte　No.52

《栃造筋違菓子器》 とちづくりすじちがいかしき 筑城良太郎　ついき・りょうたろう

口径 10.6×胴径19.5×高28（cm） 明治7年（1874）～昭和7年（1932）

大正3年（1914）頃

前田育徳会
尊經閣文庫分館

第２展示室

遊戯貝と香道具 古九谷・再興九谷名品展
次回の展覧会

1F企画展示室（7・8・9展示室）
2Fコレクション展示室（3・4・5・6展示室）

第77回 現代美術展ー日本画・工芸・書ー

会期：3月27日（土）～4月13日（火）

会期：3月24日（水）～4月13日（火）
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